
　

と
国
各
界
世
、
後
機
危
融
金

し
労
苦
に
と
こ
い
遅
が
復
回
も

に
こ
ど
ら
か
れ
こ
は
界
世
。
た

何
で
略
戦
長
成
。
か
の
う
か
向

は
論
議
う
い
と
か
き
べ
る
す
を

。
だ
要
重
は
で
本
日
に
特

　

す
少
減
が
力
働
労
は
で
本
日

を
制
規
民
移
。
だ
題
問
が
点
る

抑
を
化
子
少
、
か
の
る
す
和
緩

す
大
拡
を
設
施
育
保
め
た
る
え

参
働
労
の
性
女
。
か
の
な
き
べ

制
齢
年
や
え
考
る
す
進
推
を
加

。
る
あ
も
論
議
る
す
和
緩
を
限

　

Ｐ
Ｐ
Ｔ
や
革
改
の
場
市
力
電

）
定
協
携
連
済
経
洋
平
太
環
（

革
改
の
門
部
業
農
る
係
に
加
参

た
し
う
こ
。
だ
題
課
な
き
大
も

ご
業
産
、
際
る
す
案
立
を
策
政

き
で
較
比
際
国
を
性
産
生
の
と

ｄ
ｌ
ｒ
ｏ
Ｗ
「
は
々
我
め
た
の

　
Ｋ 

Ｌ 

Ｅ 

Ｍ 

産
生
界
世
（
Ｓ

。
る
い
て
め

　

業
農
や
力
電
、
ば
え
例
、
と
る

が
業
売
小
・
業
売
卸
、
も
り
よ

産
る
な
と
ギ
カ
の
上
向
性
産
生

争
競
場
市
は
に
的
策
政
。
た
き

が
革
改
場
市
働
労
、
や
進
促
の

者
働
労
の
本
日
。
る
あ
で
要
重

女
、
く
高
が
質
の
本
資
的
人
は

う
よ
る
す
用
活
り
よ
を
働
労
性

。
だ
要
必
が
備
整
の
場
市
働
労
な

　

か
点
視
う
い
と
学
済
経
間
空

と
心
中
を
本
日
・
ア
ジ
ア
、
ら

変
な
的
間
空
の
済
経
界
世
た
し

日
や
ア
ジ
ア
。
く
い
て
み
を
容

は
に
る
け
続
を
長
成
済
経
が
本

。
か
い
よ
ら
た
し
う
ど

　

界
世
の
い
ら
く
紀
世
半
去
過

の
容
変
の
済
経
間
空
る
け
お
に

信
通
報
情
な
速
急
、
は
に
景
背

促
の
易
貿
由
自
、
展
進
の
術
技

を
落
下
の
費
信
通
う
伴
に
及
普

送
輸
の
で
味
意
い
広
、
め
じ
は

界
世
、
り
が
下
ん
ど
ん
ど
が
費

７
９
１
。
た
し
長
成
急
は
済
経

国
（
Ｐ
Ｄ
Ｇ
と
る
み
ら
か
年
０

％
３
年
均
平
は
）
産
生
総
内

。
る
い
て
し
長
成
で

　

展
発
の
後
今
の
済
経
ア
ジ
ア

れ
ら
め
求
が
化
ん
じ
強
の
ン

、
方
一
。
る

か
欠
に
長
成
済
経

携
連
の
と
国
米
、
は
国
中
、
国

、
が
い
強
が

３

は
携
連
の
間
国

略
戦
期
短
。
だ
要
重
が
と
こ
く

日
、
え
据
見
を
略
戦
期
長
り
よ

け
い
て
し
力
協
が
国
３
韓
中

大
に
ら
さ
は
体
全
ア
ジ
ア
、
ば

。
だ
ず
は
く
い
て
し
展
発
く
き

経済産業研究所

生産性データを活用し政策立案を

日中韓 3国の連携不可欠

　世界金融危機後の成長戦略として、生産性を高
める政策が重要となっている。経済学の世界的権
威と生産性分析の第一人者が一堂に会して、５月
下旬、東京都内でRIETI WORLD KLEMS シン
ポジウムが開催された。
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演
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ア
ジ
ア
太
平
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地
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け
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空
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経
済
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変
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と
成
長
戦
略
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世界金融危機後の成長戦略

　

指
の
力
争
競
出
輸
で
ま
れ
こ

そ
、
は
今
だ
ん
進
が
業
分
な
的

ら
く
の
ど
が
値
価
加
付
で
国
の

必
る
測
で
か
た
れ
さ
せ
乗
上
い

開
究
研
の
前
産
生
。
る
あ
が
要

後
産
生
と
れ
入
仕
、
計
設
、
発

　

は
済
経
界
世
の
後
機
危
融
金

る
い
て
し
復
回
で
導
主
国
米

は
本
日
で
か
や
緩
は
州
欧
、
が

興
新
。
る
い
て
え
抱
を
題
問
治

今
。
だ
況
状
う
い
と
速
減
は
国後

10

。
る
れ
さ
想
予
と
る
す
速
減
は

　

定
安
の
界
世
の
後
機
危
融
金

何
は
に
め
た
の
長
成
済
経
な
的

い
だ
た
い
て
げ
挙
を
か
要
必
が

資
形
無
は
の
る
れ
ら
め
求
。
た

信
通
報
情
（
Ｔ
Ｃ
Ｉ
や
資
投
産

、
り
あ
で
進
促
の
資
投
）
術
技

見
意
通
共
が
点
う
い
と
だ
上
向

加
付
も
り
よ
産
生
の
際
実
、
が

。
い
高
が
値
価

　

進
が
化
断
分
の
産
生
、
と
る
す

か
わ
が
と
こ
る
い
て
き
で
ん

る
み
で
易
貿
値
価
加
付
。
る

い
と
値
価
加
付
を
易
貿
。
る
い

競
際
国
で
と
こ
る
み
で
点
観
う

策
政
や
方
え
考
る
す
対
に
力
争

。
だ
ず

　

高
の
で
済
経
熟
成
は
に
因
原

あ
が
題
問
口
人
の
ど
な
化
齢

か
豊
が
層
間
中
の
国
興
新
。
る

豊
、
が
だ
ス
ラ
プ
は
の
る
な
に

た
も
を
下
低
の
率
長
成
は
さ
か

主
出
輸
、
資
投
は
済
経
、
し
ら

。
る
い
て
れ
遅

　

生
。
る
れ
ら
め
求
が
資
投
の
へ

資
、
働
労
、
品
製
や
上
向
性
産

。
だ
要
必
も
革
改
の
場
市
各
本

　

は
に
す
促
を
資
投
産
資
形
無

と
だ
要
必
が
策
政
融
金
い
し
新

ン
セ
ン
コ
も
て
い
つ
に
点
う
い

中
。
う
思
と
た
れ
ら
得
が
ス
サ

見
な
的
観
楽
、
は
て
し
関
に
国

が
方
両
の
方
見
な
的
観
悲
と
方

の
近
最
の
本
日
、
は
化
変
造
構

与
を
響
影
に
向
動
の
支
収
易
貿

日
。
る
あ
が
性
能
可
る
い
て
え

に
化
変
造
構
た
し
う
こ
、
は
本

考
を
策
政
な
う
よ
る
き
で
応
対

。
る
あ
が
要
必
く
い
て
え
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フ
デ
、
で
態
状
た
え
消
ぼ
ほ
が

、
が
る
い
て
い
づ
近
に
却
脱
レ

政
財
を
足
不
要
需
も
で
ま
つ
い

。
い
な
れ
ら
け
続
め
埋
で
字
赤

　

し
却
脱
ら
か
レ
フ
デ
は
府
政

て
し
く
低
て
め
極
を
利
金
質
実

目
を
策
政
る
す
大
拡
を
要
需
総

ハ
や
ル
ブ
バ
、
が
る
い
て
し
指

　

か
米
欧
は
心
重
の
済
経
界
世

泉
源
の
長
成
済
経
の
ア
ジ
ア
東

資
的
人
ら
か
力
働
労
や
本
資
は

い
て
し
行
移
に
発
開
究
研
や
本

長
成
済
経
の
国
中
。
う
ろ
だ
く

比
に
国
の
他
の
ア
ジ
ア
東
は
率

。
る
い
て
し
定
安
的
較
比
て
べ

　　

定
固
は
で
面
局
退
後
の
気
景

い
な
き
で
却
売
に
単
簡
は
本
資

カ
に
初
最
が
産
資
動
流
、
で
の

し
価
減
つ
ず
し
少
が
本
資
定
固

に
態
状
た
れ
と
の
ス
ン
ラ
バ
て

流
は
で
面
局
復
回
気
景
。
る
な

定
固
、
し
加
増
に
先
が
産
資
動

上
向
を
性
産
生
。
る
あ
が
険
危

の
金
賃
や
資
投
で
と
こ
る
せ
さ

。
だ
き
べ
る
図
を
昇
上

　

停
性
産
生
で
く
多
の
国
進
先

て
れ
さ
惧
危
が
況
不
期
長
と
滞

敗
失
に
出
脱
況
不
期
長
。
る
い

生
、
は
訓
教
の
本
日
た
き
て
し

資
投
術
技
報
情
は
に
滞
停
性
産

ど
な
化
洞
空
業
造
製
や
足
不
の

優
を
決
解
の
そ
、
り
あ
が
因
原

。
だ
と
こ
う
い
と
だ
き
べ
す
先

　

で
少
減
口
人
は
昇
上
性
産
生

上
き
引
率
長
成
在
潜
た
し
下
低

。
だ
要
重
も
に
め
た
の
げ

題
問
権
債
良
不
。
る
あ
が
力
能

Ｄ
Ｇ
、
が
る
い
て
れ
さ
念
懸
が

米
は
率
比
の
務
債
る
す
対
に
Ｐ

。
る
い

　

理
管
が
府
政
も
題
問
）
行
銀
の

こ
。
る
い
て
し
待
期
と
る
き
で

ハ
の
国
中
、
ら
か
点
観
た
し
う

率
長
成
済
経
、
く
低
に
常
非
は

移
推
で
度
程
％
７
き
続
き
引
は

。
る
い
て
み
と
る
す

の
る
す
化
格
本
が
復
回
は
本
資

　

後
機
危
融
金
は
性
直
硬
質
実

的
期
長
て
し
対
に
長
成
済
経
の

が
業
企
。
す
ら
た
も
を
響
影
な

究
研
で
足
不
金
資
、
間
の
機
危

材
人
・
用
雇
の
員
社
正
や
発
開

長
成
済
経
、
と
る
え
抑
を
資
投

が
な
つ
に
と
こ
る
げ
下
き
引
を

さ
、
と
る
な
に
能
可
不
続
持
が

か
り
こ
起
が
機
危
融
金
る
な
ら

。
い
な
ね
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